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iTER　will　be　the　first　plasma 　co 冂finement　device　able 　to　sustain 　DT 　burn　lasting　for　at　Ieast　500　s．【TER 　is　therefore　expected 　to　provide　data
which 　are　indispensable「or　the　design　of　power　reactors ．Analysisstudies　suggest 　that　it　should 　be　possible　to　achieve 　a　nommalised 　beta　of　3．6、
Q 鞠50、fraction　of　bootstrap　current 　of　75 ％，　although 　not 　simultaneously ．Ahigh　fusion　power 　of　700　MW 　is　a　possibility　in　a　reversed 　shear

plasma 　with 　a　plasma 　current 　of　12MA ，　confinement 　improvement　fector　HHgs
（y．2广 1．5，normalised 　beta　of 　3．6　and 　86 ％ of　Greenwald　density．

Stabilisation　of　the　resistive　wa 凵 mode 　is　required 　for　a　plasma 　with　a　high　beta ；e．g．　a　normalised 　beta　of　3．6　is　in　excess 　o 員he　normalised

beta　for　no −wall　of　2．8，　and 　below　theideal　wa 旧imit　of　3．8．　Pre随minary 　studies 　suggest 　that　by　usi冂g　extemal 　coils，　stabilisation 　of　the　resistive

wall　mode 　up 　to　this　beta　value 　is　a　possibility．　High　fusion　power　experiments 　are 　useful 　to　investigate　highly　radiative 　edge 　and 　divertor

pLasmas 　and 　their　compatibility 　with　goGd　core 　confinement ．

A　possibility　of　an 　operation 　regime 　is　explored 　for　steady 　state　operatjon 　with　negative 　neutral 　beam　power 　of　33　MW 　and 　electron 　cyclotron

current 　drive（∈CCD ）of　20　MW ，　which 　are 　included　in　the　initial　set 　of 　heating　and 　current 　drive　facilities．　The 　bootstrap　current ，　neutral 　beam
driven　current 　and 　ECCD 　current 　constitute 　43 ．5 ％ 、49．5 ％ and 　7 ％ of　the　plasma　current （9　MA ），respectively ．　The 　ECCD 　is　directed　towards

theq ＝312　surface ，　which 　is　Iocated　at　rla＝0．45，　to　stabilise　neoclassicaltearing 　modes 　and 　to　create 　a　fiat　q（「）profile　inside　rla；0．5．　Q ＝5is

expected 　with　HHgscy，i｝＝1．5、　de 冂sity　at　67 ％ of 　Gree冂wald 　de 冂sity　and 　normalised 　beta　of 　2．7，　which 　is　near 　the　no 　wall　limit　estimated 　by　41−

1（＝2．7），suggesting 　feasibility　of　resistive　wall　mode 　stabilisation，
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　我 々 は、軸 対 称 トロ イダル 配 位に おける 2 次 元 Newc 。 mb 方 程式 に 対する固有値問題法を考案 し、解析 コ
ード MARG2D を開発

した 。 この 方法に よれば、固有値の 符号 によっ て 理 想 MHD モ
ードが 安 定 か どうか を同定で きる［1］。この コ

ードは、〃
〜 1程度 の 低

トロ イダル モ
ー

ド数を想定していた。現 在、プラズ マ 周辺 部の MHD 特性を解析することを目 的として、　n 〜10程度の 有限トロ イダル

モ
ー

ド数の 内部 モ
ード（ バ ル

ーニ ン グモ
ード）及 び外部 モ

ー
ド（ ピーリン グモ ード）の 安定性解析が 出 来 る ように す る た め に、

MARG2D コ
ードの 拡張を行っ て い る。　n 〜10 の 外 部モ

ー
ドに対 す る真空 磁 場エ ネル ギー

積分を求め るため 、文献［2コで 示 され て い

る 「常 松 の 方法」に よっ て 、定ベ ク トル 場 CV ＝▽ q × ▽ VV ＋ Ty▽ψ に 基 づい た 座 標系 （レ7 ，θ，の を構成する。こ の とき、等高線

w’v 　
＝

　const ．が プ ラ ズ マ 表 面 を囲 む よ うに 座 標 urv を 定 義 す る と と も に 、真 空 中 の 至 る 所 で 「 安 全 係 数 」が

Cif・▽q1CV ・▽θ＝9edgeとなるように ポロ イダル 角 θと関 数 Tvを決 め る （qedge ：プラズ マ 表面に おけ る安全 係数〉。さらに 、真空

中 の 摂動磁 場を与えるベ クトル ポテン シ ャル を未知 ベ クトル ξV を用 い て A ＝
ξif × CV で 表す 。 この 方法に 基づ けば、真空磁場 エ

ネ ル ギー
積分を Newc 。mb 方程式に 対する しagrangian と同 じ形 式 で 表せ 、　MARG2D コ

ードの 拡張 が 容易に なる。
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